
　チェルノブイリ原発事故時に胎児であった子供たちを対象とした研究では、神経心
理学的影響について調査が行われているものもあります。
　必ずしも研究結果は一致していませんが、原発事故の影響により子供の情緒障害が
あったとする報告でも、放射線による被ばくが直接の影響ではなく、保護者の不安等
そのほかの影響が要因として指摘されています（上巻P106「子供への影響－チェル
ノブイリ原発事故－」）。
　（福島県における子どものこころの健康度に関する調査結果は、下巻P155「ここ
ろの健康度・生活習慣に関する調査　わかってきたこと（4/5）」を参照） 。
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